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だ
ん
ぢ
り
祭
の
運
営
組
織
と
秩
序 

 

石 

田 

信 

博 

     
 
 

一 

 

大
阪
府
岸
和
田
市
で
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
「
だ
ん
ぢ
り
祭
」
は
有
名
で
あ
る
。

岸
和
田
と
同
様
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
近
隣
の
数
多
く
の
地
域
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て

い
る
が
、
特
に
有
名
な
の
は
九
月
一
四
日
と
一
五
日
の
二
日
間
に
行
わ
れ
る
、
岸

和
田
旧
市
街
地
域
の
だ
ん
ぢ
り
祭
で
あ
る
。
岸
和
田
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
マ
ス
コ
ミ

に
も
頻
繁
に
登
場
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
勇
壮
な
祭
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。 

 

だ
ん
ぢ
り
祭
り
が
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
際
、
だ
ん
ぢ
り
の
勢
い
あ
る
動
き
や

曳
き
手
の
激
し
さ
、
時
に
は
だ
ん
ぢ
り
が
引
き
起
こ
す
物
損
事
故
や
人
身
事
故
を

取
り
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
、
だ
ん
ぢ
り
祭
は
危
険
で
無
秩
序
な

祭
で
あ
る
と
の
印
象
す
ら
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
だ
ん
ぢ
り
祭
は
合
理

的
な
運
営
組
織
の
も
と
で
、
秩
序
立
っ
た
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
性
が
最

大
の
課
題
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。 

 

筆
者
は
だ
ん
ぢ
り
祭
の
研
究
者
で
は
な
い
が
、
だ
ん
ぢ
り
祭
の
運
営
組
織
に
か

か
わ
る
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
の
統
括
的
な
運
営
組
織
に
つ

い
て
記
す
こ
と
に
す
る
。
（
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
全
般
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
『
岸

和
田
の
だ
ん
じ
り
』
、
『
き
し
わ
だ
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
』
、
「
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭

序
説
」
な
ど
を
参
照
。
） 

  
 
 

二 

 
だ
ん
ぢ
り
の
曳
行
は
町
会
（
自
治
会
）
単
位
で
行
わ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

町
会
ご
と
に
運
営
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
、
そ
の
も
と
で
曳
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
だ
ん
ぢ
り
祭
全
体
に
か
か
わ
る
統
括
的
な
運
営
組
織
も
存
在
す
る
。
「
年

番
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る
。
年
番
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
あ
る
制
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度
で
、
だ
ん
ぢ
り
祭
全
体
の
運
営
責
任
を
負
う
。
年
番
は
各
町
会
の
世
話
人
（
町

会
に
お
い
て
祭
の
運
営
を
全
体
的
に
取
り
仕
切
る
役
割
に
あ
る
人
々
。
五
〇
歳
以

上
の
人
で
構
成
。
）
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
、
祭
に
関
し
て

年
番
が
決
め
る
こ
と
は
絶
対
的
な
意
味
を
も
つ
。 

 

だ
ん
ぢ
り
祭
に
お
け
る
年
番
の
組
織
や
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

九
月
に
実
施
さ
れ
る
岸
和
田
だ
ん
ぢ
り
祭
は
二
つ
の
区
域
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
春
木
地
区
の
年
番
組
織
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
。 

 

春
木
地
区
の
祭
礼
年
番
は
、
そ
の
組
織
と
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
『
地
車

曳
行
自
主
規
制
』
、
『
祭
礼
実
施
要
綱
』
、
『
春
木
年
番
申
し
合
わ
せ
事
項
』
を
毎
年

作
成
し
て
い
る
。
『
地
車
曳
行
自
主
規
制
』
に
は
、
年
番
組
織
と
そ
の
役
割
が
以
下

の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
（
原
文
ど
お
り
掲
載
す
る
。
一
部
の
語
句
は
筆
者
が

修
正
し
て
い
る
。
） 

 

「
春
木
祭
礼
年
番
規
約
」 

第
一
条
（
称
号
） 

 
 
 

本
組
織
を
春
木
祭
礼
年
番
と
称
す
る
。 

 
 
 

事
務
所
は
年
番
長
宅
に
置
く
。 

第
二
条
（
目
的
） 

年
番
の
目
的
は
、
春
木
祭
礼
を
事
故
の
無
い
明
る
く
、
楽
し
く
、
規
律
正

し
く
実
施
せ
し
め
る
為
、
地
車
曳
行
に
関
す
る
一
切
を
統
括
す
る
。 

第
三
条
（
構
成
） 

年
番
は
地
車
所
有
町
よ
り
各
一
名
選
出
さ
れ
た
る
人
員
を
以
っ
て
構
成
す
る
。 

  

曵行コース 
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第
四
条
（
役
員
の
構
成
） 

 
 
 

年
番
に
下
記
の
役
員
を
置
く
。 

 
 
 

こ
れ
を
役
年
番
と
称
す
る
。 

 
 
 
 

年
番
長 

一
名 

 

副
年
番
長 

一
名 

 
 
 
 

会 

計 

一
名 

 

書 
 

記 

一
名 

 
 
 

年
番
長
は
、
自
町
よ
り
総
務
一
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 
 

そ
の
場
合
は
、
幹
事
の
選
出
は
不
要
と
す
る
。 
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役
年
番
町
は
幹
事
一
名
を
選
出
し
役
年
番
を
補
佐
す
る
。 

 

※
例 

地
車
所
有
町
が
役
年
番
を
担
当
す
る
年
度
は･

･
･
･
･
･

。 

役
年
番
一
名
、
幹
事
（
総
務
）
一
名
、
年
番
一
名
、
合
計
三
名
の

選
出
と
な
る
。 

第
五
条
（
役
年
番
の
選
出
） 

下
記
町
よ
り
年
番
長
を
選
出
し
、
各
町
輪
番
制
と
す
る
。
又
副
年
番
長
は

次
年
度
、
会
計
は
二
年
後
、
書
記
は
三
年
後
の
年
番
長
担
当
町
よ
り
選
出

す
る
。 

 
 
 
 

平
成
十
五 

磯
上
町 

 
 
 
 

平
成
十
六 

旭 

町 

 
 
 
 

平
成
十
七 

大
道
町 

 
 
 
 

平
成
十
八 

春
木
南 

 
 
 
 

平
成
十
九 

本 

町 
 
 
 
 

平
成
二
十 

中 

町 

 
 
 
 

平
成
二
一 

八
幡
町 

 
 
 
 

平
成
二
二 
宮
本
町 

 
 
 
 

平
成
二
三 

宮
川
町 

 
 
 
 

平
成
二
四 
戎 
町 

 
 
 
 

平
成
二
五 

大
小
路
町 

 
 
 

平
成
二
六 

春
木
南 

 
 
 
 

平
成
二
七 

若
松
町 
 
 
 
 

平
成
二
八 

松
風
町 

 
 
 
 

平
成
二
九 

大
国
町 
 
 
 
 

平
成
三
十 

磯
上
町 

 
 
 
 

春
木
南
は
八
年
に
一
回
年
番
長
を
選
出
。 

第
六
条
（
役
年
番
の
任
務
） 

（
一
）
年
番
長
は
年
番
を
統
括
し
、
春
木
祭
礼
年
番
を
代
表
す
る
。 

（
二
）
副
年
番
長
は
年
番
長
を
補
佐
し
、
年
番
長
の
委
任
を
う
け
た
時
は

年
番
長
を
代
行
す
る
。 

（
三
）
会
計
は
年
番
の
経
理
一
切
を
司
る
。 

（
四
）
書
記
は
年
番
の
記
録
、
連
絡
等
事
務
一
切
を
司
る
。 

第
七
条
（
任
期
） 

（
一
）
役
年
番
の
任
期
は
、
前
年
度
年
番
よ
り
申
し
送
り
を
受
け
た
時

（
十
月
一
日
）
よ
り
、
次
年
度
年
番
に
申
し
送
り
し
た
時
（
九
月

三
十
日
）
迄
と
す
る
。 

（
二
）
役
年
番
以
外
の
年
番
は
、
祭
礼
終
了
後
の
反
省
会
を
も
っ
て
終
了

と
す
る
。 

第
八
条
（
議
決
） 

年
番
の
議
決
は
多
数
決
を
原
則
と
す
る
も
、
役
割
・
配
置
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
年
番
長
は
之
を
決
定
、
委
任
ま
た
は
指
名
す
る
。 

第
九
条
（
経
費
） 

年
番
の
費
用
は
、
市
・
連
合
町
会
等
の
助
成
金
、
地
車
所
有
町
の
分
担
金
、

各
種
団
体
の
寄
附
金
、
御
花
等
に
依
る
。 

第
十
条
（
会
計
・
決
算
） 

年
番
の
会
計
は
、
年
度
毎
終
結
す
る
。
ま
た
次
年
度
へ
申
し
送
る
迄
、
反

省
会
（
年
番
、
若
協
、
総
括
責
任
者
、
曳
行
責
任
者
）
に
於
て
決
算
報
告

を
す
る
。 

第
十
一
条
（
相
談
役
） 

前
年
度
年
番
長
を
相
談
役
と
す
る
。
相
談
役
は
祭
礼
に
関
し
て
は
一
切
、

資
格
・
権
限
は
無
く
、
年
番
長
の
相
談
に
応
じ
る
。 

第
十
二
条
（
若
頭
連
絡
協
議
会
） 

年
番
を
上
部
団
体
と
し
て
若
頭
連
絡
協
議
会
を
置
く
。
（
以
降
、
若
協
と
呼
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ぶ
） 

（
一
）
若
協
は
地
車
所
有
町
よ
り
、
各
三
名
選
出
す
る
。 

（
二
）
若
協
の
運
営
の
詳
細
は
、
別
に
定
め
る
岸
和
田
市
春
木
若
頭
連
絡

協
議
会
会
則
に
よ
る
。 

第
十
三
条
（
役
年
番
幹
事
） 

次
年
度
の
役
年
番
幹
事
は
前
年
度
祭
礼
終
了
後
直
ち
に
編
成
す
る
。 

祭
礼
に
際
し
て
は
、
役
年
番
幹
事
と
し
て
年
番
本
部
に
詰
め
、
見
習
う
事

が
望
ま
し
い
。 

第
十
四
条
（
弔
事
） 

会
員
及
び
本
人
の
父
、
母
、
妻
、
子
が
死
亡
し
た
場
合
、
本
会
と
し
て
、

樒
（
し
き
み
）
一
対
と
香
典
壱
万
円
を
弔
慰
金
と
す
る
。 

第
十
五
条
（
規
約
改
正
） 

本
規
約
は
改
正
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
規
約
改
正
に
つ
い
て
は
必

ず
、
年
番
総
会
を
開
催
し
、
総
会
で
決
議
の
上
、
改
正
す
る
事
が
出
来
る
。

総
会
で
役
員
一
任
の
場
合
は
役
員
会
に
て
決
定
で
き
る
。 

こ
の
規
約
は
昭
和
五
九
年
度
祭
礼
よ
り
実
施
さ
れ
る
。 

（
申
し
合
わ
せ
事
項
） 

 

宮
入
・
パ
レ
ー
ド
順
位
は
、
当
分
春
木
南
を
番
外
と
し
年
番
長
担
当
長
を
一
番
、

副
年
番
長
以
下
の
担
当
町
は
順
次
二
番
三
番
と
す
る
。
以
下
の
順
位
は
毎
年
度
、

年
番
に
て
抽
選
順
位
を
決
定
す
る
。 

以
上 

春
木
地
区
・
祭
礼
年
番 

  
 
 

三 

 

年
番
と
同
様
に
祭
全
体
の
運
営
に
か
か
わ
る
組
織
と
し
て
、
「
若
頭
連
絡
協
議

会
」
が
あ
る
。
若
頭
連
絡
協
議
会
は
各
町
会
の
若
頭
（
だ
ん
ぢ
り
を
曳
行
す
る
際

に
、
曳
行
に
関
し
て
全
体
的
に
取
り
仕
切
る
役
割
に
あ
る
人
々
。
三
五
歳
か
ら
五

〇
歳
の
人
で
構
成
。
）
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
年
番
と
協
力

し
て
だ
ん
ぢ
り
の
曳
行
が
安
全
に
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
祭
を
管
理
、
運
営
す

る
。
『
地
車
曳
行
自
主
規
制
』
に
は
、
若
頭
連
絡
協
議
会
の
組
織
と
役
割
が
以
下
の

よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
岸
和
田
市
春
木
若
頭
連
絡
協
議
会
会
則
」 

第
一
条
（
名
称
） 

 
 
 

本
会
は
、
岸
和
田
市
春
木
若
頭
連
絡
協
議
会
と
称
す
。 

 
 
 

（
以
下
略
称 

若
協
） 

第
二
条
（
目
的
） 

本
会
は
、
春
木
祭
礼
年
番
を
上
部
団
体
と
し
て
、
相
互
協
力
の
も
と
に
安

全
且
つ
円
滑
な
祭
礼
の
運
営
を
目
的
と
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
歓
を

図
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
条
（
組
織
） 

 
 
 

本
会
は
、
春
木
祭
礼
の
若
頭
各
町
三
名
の
選
出
を
以
っ
て
組
織
す
る
。 

第
四
条
（
事
業
） 

 
 
 

本
会
は
、
以
下
の
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。 
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一
、
春
木
祭
礼
の
た
め
の
事
業 

二
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
歓
の
た
め
の
事
業
。 

三
、
そ
の
他
の
事
業
。
但
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業
及
び
行
為
、
並

び
に
選
挙
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
組
織
と
し
て
一
切
関
与
し
な
い
も

の
と
す
る
。 

第
五
条
（
構
成
） 

 
 
 

相 

談 

役 
 

一
名 

 
 
 
 
 

会 
 
 

長 
 

一
名 

 
 
 

副 

会 

長 
 

一
名 

 
 
 
 
 

幹 

事 

長 
 

一
名 

 
 
 

会 
 
 

計 
 

一
名 

 
 
 
 
 

総 
 
 

務 
 

一
名 

 
 
 

筆
頭
常
任
幹
事 

一
名 

 
 
 
 
 

常
任
幹
事 
 

若
干
名 

 
 
 

幹 
 
 

事 

若
干
名 

第
六
条
（
執
行
部
） 

 
 
 

本
会
の
執
行
部
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、
執
行
部
三
役
は
原
則
と
し
て
、
前
条
の
会
長
、
副
会
長
、
幹
事
長
と

す
る
。 

二
、
執
行
部
は
原
則
と
し
て
、
前
条
の
相
談
役
か
ら
筆
頭
常
任
幹
事
ま
で

と
す
る
。 

三
、
執
行
部
の
任
期
は
一
年
を
原
則
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。 

第
七
条
（
執
行
部
選
出
） 

一
、
前
年
度
の
会
長
は
相
談
役
に
、
幹
事
長
は
次
年
度
の
会
長
に
就
任
し
、

各
町
若
頭
責
任
者
の
了
解
を
得
る
。 

二
、
他
の
執
行
部
は
会
長
が
任
命
す
る
。 

第
八
条
（
総
会
） 

 
 
 

総
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。 

第
九
条
（
執
行
部
会
） 

執
行
部
会
は
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
必
要
な
問
題
に
つ
い
て
審
議

す
る
。 

第
十
条
（
招
集
） 

 
 
 

総
会
、
執
行
部
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。 

第
十
一
条
（
運
営
経
費
） 

本
会
の
運
営
経
費
は
、
年
番
の
助
成
金
及
び
若
頭
責
任
者
会
か
ら
の
若
協

活
動
費
を
以
っ
て
運
営
す
る
。 

第
十
二
条
（
事
務
所
） 

 
 
 

本
会
の
事
務
所
は
会
長
宅
に
置
く
も
の
と
す
る
。 

第
十
三
条
（
弔
事
・
御
見
舞
） 

一
、
若
協
会
員
及
び
本
人
の
父
、
母
、
妻
、
子
が
死
亡
し
た
場
合
、
本
会

と
し
て
、
樒
（
し
き
み
）
一
対
と
香
典
壱
万
円
を
弔
慰
金
と
す
る
。 

二
、
若
協
会
員
が
病
気
、
傷
害
等
で
入
院
若
し
く
は
長
期
療
養
す
る
場
合
、

本
会
と
し
て
壱
万
円
を
御
見
舞
金
と
す
る
。 

第
十
四
条
（
附
則
） 

一
、
会
計
年
度
は
、
毎
年
十
一
月
か
ら
翌
年
十
月
末
ま
で
と
す
る
。 

二
、
各
町
若
頭
責
任
者
及
び
同
格
の
権
限
を
持
つ
者
は
、
毎
年
十
一
月
末

ま
で
に
若
協
会
長
に
若
協
会
員
の
名
簿
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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三
、
年
間
事
業
計
画
は
、
三
月
三
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
。 

 
 
 
 

（
祭
礼
の
た
め
の
準
備
日
程
等
） 

四
、
会
則
の
変
更
等
は
若
協
総
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
が
で
き
る
。
但
し

各
町
若
頭
責
任
者
及
び
同
格
の
権
限
を
持
つ
者
の
会
合
に
於
い
て
、

変
更
・
理
由
を
報
告
す
る
。 

五
、
若
協
会
長
は
、
若
頭
責
任
者
会
の
会
長
選
出
町
よ
り
選
出
す
る
。 

  
 
 

四 

 

年
番
は
だ
ん
ぢ
り
祭
全
体
の
運
営
を
行
う
が
、
祭
礼
の
実
施
に
関
し
て
は
、
『
地

車
曳
行
自
主
規
制
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
春
木
地
車
祭
礼
実
施
要
領
」 

一
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
地
車
祭
礼
の
実
現
を
期
し
、
関
係
者
一
同
、
勇
壮
と
優
雅

を
兼
ね
備
え
る
よ
う
常
に
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
心
が
け
る
と
と

も
に
下
記
事
項
を
徹
底
す
る
よ
う
に
努
め
る
。 

年
番
を
は
じ
め
各
町
関
係
者
に
よ
る
運
営
組
織
を
正
し
く
理
解
し
、
相
互
の

立
場
を
尊
重
す
る
。 

ま
た
、
各
町
の
地
車
の
由
来
、
彫
刻
物
並
び
に
飾
り
物
等
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
伝
承
の
地
車
囃
子
を
正
し
く
演
奏
す
る
。 

一
、
パ
レ
ー
ド
は
年
番
の
統
括
の
も
と
、
定
め
ら
れ
た
順
位
に
従
っ
て
春
木
駅
前

を
順
次
、
北
に
進
み
ラ
パ
ー
ク
前
で
実
施
す
る
。 

一
、
岸
和
田
祭
か
ら
事
故
な
く
暴
力
の
な
い
、
明
る
く
楽
し
い
祭
礼
に
す
る
た
め

各
関
係
者
は
、
相
互
に
連
携
を
密
に
す
る
よ
う
鋭
意
努
力
す
る
。 

一
、
地
車
曳
行
時
間
（
自
町
を
出
発
し
て
自
町
に
帰
着
完
了
の
時
間
） 

（
一
）
試
験
曳 

九
月
七
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

九
月
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

（
二
）
宵
宮
祭 

九
月
十
四
日
（
日
）
午
前
六
時
か
ら
午
前
七
時
三
十
分
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

（
三
）
本
宮
祭 

九
月
十
五
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
〇
時
三
十
分
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

一
、
地
車
曳
行
区
域
お
よ
び
路
線
は
、
別
紙
図
面
に
よ
り
定
め
る
。 

一
、
主
要
行
事 

（
一
）
曳
出
し 

九
月
十
四
日 

午
前
六
時
か
ら
午
前
七
時
三
十
分
ま
で 

① 

午
前
六
時
自
町
（
地
車
の
自
町
内
常
駐
位
置
）
を
出
発
す
る
。 

② 

曳
出
し
時
の
年
番
本
部
前
交
差
点
は
、
地
車
が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
特

に
年
番
の
指
示
を
忠
実
に
守
る
。 

（
二
） 

パ
レ
ー
ド 
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九
月
十
四
日 

午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

① 

十
分
前
に
は
、
パ
レ
ー
ド
順
位
に
従
い
必
ず
所
定
の
停
止
位
置
に
着
く
。 

② 
ラ
パ
ー
ク
前
停
止
線
に
停
止
し
た
地
車
に
対
し
市
長
、
市
議
会
議
長
、

観
光
協
会
会
長
ら
か
ら
記
念
品
、
花
束
等
の
贈
呈
を
受
け
、
そ
の
あ
と

年
番
の
指
示
に
従
い
速
や
か
に
発
進
、
曳
行
に
入
る
。 

（
三
） 

宮
入
り 

九
月
十
五
日 

午
前
九
時
よ
り 

① 

弥
栄
神
社
へ
の
宮
入
り 

農
協
前
を
先
頭
と
し
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
宮
入
り
順
位
に
よ
り
集

合
、
年
番
の
指
示
に
従
い
進
行
、
順
次
境
内
に
入
り
参
拝
す
る
。 

② 

宮
入
り
の
組
合
わ
せ
な
ら
び
に
参
拝
時
間
は
別
に
定
め
る
。 

  

ま
た
、
祭
礼
実
施
の
細
部
に
関
し
て
は
、
『
祭
礼
実
施
要
綱
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
平
成
十
五
年
度
祭
礼
実
施
要
綱
』 

春
木
祭
礼
年
番 

平
成
十
五
年
度
の
春
木
祭
礼
地
車
曳
行
実
施
要
綱
を
下
記
の
と
お
り
取
り
決
め
ま

し
た
の
で
、
趣
旨
ご
理
解
い
た
だ
き
地
車
の
安
全
・
円
滑
な
運
行
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。 

一 

各
交
差
点
に
お
い
て
は
、
年
番
責
任
者
の
指
示
に
必
ず
従
う
こ
と
。 

二 

次
の
交
差
点
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
、
終
日
禁
止
す
る
（
試
験
曳
行
も
同
じ
）
。 

①
ハ
ッ
ピ
ー
前
交
差
点 

②
高
松
前
交
差
点 

③
体
育
館
前
交
差
点 

た
だ
し
、
春
木
駅
前
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
可
能
で
す
が
、
後
続
地
車
の
進
行
状
況

に
照
ら
し
、
年
番
よ
り
Ｕ
タ
ー
ン
を
取
り
や
め
て
左
折
す
る
よ
う
指
示
す
る

こ
と
も
あ
る
。 

三 

昼
間
曳
行
コ
ー
ス
と
一
部
一
方
通
行
に
つ
い
て 

①
対
面
通
行
道
路
は
、
旧
国
道
（
紀
州
街
道
）
及
び
春
木
駅
下
が
り
、
高
松

前
交
差
点
か
ら
松
風
町
に
至
る
間
と
す
る
。 

②
ウ
サ
ギ
屋
前
よ
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
前
交
差
点
及
び
体
育
館
前
の
間
を
対
面
通

行
と
す
る
。
た
だ
し
、
南
進
す
る
地
車
を
優
先
と
す
る
。 

③
春
木
駅
前
よ
り
ラ
パ
ー
ク
を
通
過
、
高
松
前
交
差
点
に
至
る
ま
で
を
北
方

面
、
西
方
面
の
一
方
通
行
と
す
る
。 

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
あ
る
地
車
及
び
若
松
町
、
宮
川
町
の
両
地
車
が
町

内
曳
行
す
る
場
合
は
、
年
番
と
交
渉
の
上
、
対
面
す
る
地
車
の
な
い
場
合

も
し
く
は
、
他
の
地
車
が
待
機
可
能
な
場
合
に
限
り
逆
行
を
認
め
る
。 

④
春
木
駅
前
よ
り
ラ
パ
ー
ク
を
通
過
し
、
ウ
サ
ギ
屋
前
交
差
点
を
左
折
し
て

南
進
す
る
場
合
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
前
交
差
点
を
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
体
育
館

方
面
に
進
む
か
、
又
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
前
交
差
点
を
右
折
、
年
番
本
部
方
面

に
西
進
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
十
五
日
の
午
前
中
に
限
り
左
折
可
と
す
る
。 

ま
た
、
旭
町
、
若
松
町
の
地
車
が
、
入
庫
時
間
に
著
し
く
遅
れ
る
場
合
及

び
町
内
曳
行
の
際
に
そ
の
限
り
に
あ
ら
ず
。 

⑤
旭
町
の
地
車
は
、
南
海
電
鉄
の
踏
切
を
横
断
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

直
進
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
時
は
そ
の
限
り
で
は
な

い
。 
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⑥
パ
レ
ー
ド
終
了
後
の
地
車
は
、
高
松
前
交
差
点
ま
で
直
進
す
る
。 

⑦
例
外
措
置 

（
一
）
十
四
日
の
パ
レ
ー
ド
時
は
、
本
部
前
か
ら
東
進
し
た
地
車
は
、
ハ
ッ

ピ
ー
前
交
差
点
で
の
左
折
を
年
番
と
の
協
議
に
よ
り
認
め
る
。
た
だ
し
、

ウ
サ
ギ
屋
前
交
差
点
で
は
、
パ
レ
ー
ド
を
終
了
し
た
地
車
を
優
先
と
す

る
。 

（
二
）
宮
入
は
、
従
来
ど
お
り
高
松
前
交
差
点
よ
り
弥
栄
神
社
の
方
向
に
曳

行
す
る
。 

（
三
）
十
五
日
午
前
中
は
、
ウ
サ
ギ
屋
前
交
差
点
よ
り
高
松
前
交
差
点
の
西

方
面
へ
の
曳
行
を
禁
止
す
る
。 

四 

夜
間
曳
行
に
つ
い
て 

地
車
の
大
型
化
に
伴
い
、
す
れ
違
い
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏
ま

え
混
雑
を
緩
和
す
る
観
点
か
ら
次
の
こ
と
を
取
り
決
め
る
。 

①
別
紙
地
図
の
よ
う
に
一
方
通
行
と
す
る
。
曳
行
路
線
上
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
は

禁
止
す
る
。 

②
各
部
署
の
責
任
者
は
、
地
車
を
円
滑
に
曳
行
さ
せ
る
た
め
、
最
善
を
尽
く

す
こ
と
。
特
に
子
供
等
に
よ
る
後
梃
子
の
操
作
は
禁
止
す
る
。 

五 

宮
入
に
つ
い
て 

①
祈
祷
参
加
者
（
各
町
の
祈
祷
を
受
け
る
方
）
を
あ
ら
か
じ
め
選
任
の
う
え
、

参
拝
祈
祷
に
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
周
知
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
祈
祷
終
了
後
は
、
速
や
か
に
出
発
曳
行
で
き
る
よ
う
、
各
担
当
部
署
に
待

機
し
、
休
憩
の
体
制
で
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。 

六 

事
故
防
止
策
と
し
て
、
各
町
は
、
必
ず
交
差
点
に
キ
ャ
ッ
チ
マ
ン
（
曳
行
中

に
勢
い
余
っ
た
曳
き
手
が
見
物
人
と
接
触
す
る
の
を
防
ぐ
役
割
の
者
。
筆
者

注
。
）
を
配
置
し
、
方
向
転
換
等
に
伴
う
観
客
の
移
動
と
安
全
の
確
保
及
び
後

梃
子
の
安
全
を
図
る
こ
と
。 

七 

事
故
係
は
、
事
故
発
生
時
に
速
や
か
に
年
番
本
部
の
事
故
係
に
所
定
の
書
式

で
届
け
出
る
こ
と
。 

八 

確
認
事
項 

駅
下
が
り
は
東
進
優
先
で
あ
る
が
、
旭
町
の
地
車
が
踏
切
を
通
過
す
る
と
き

に
限
り
、
列
車
の
運
行
・
時
刻
等
の
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
旭
町
の
地
車

を
優
先
と
す
る
。 

  
 
 

五 

 

だ
ん
ぢ
り
祭
の
最
大
の
課
題
は
安
全
性
の
追
求
で
あ
る
。
安
全
に
は
だ
ん
ぢ
り

の
曳
き
手
一
人
ひ
と
り
が
注
意
を
払
い
、
町
会
ご
と
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

年
番
も
祭
の
安
全
と
円
滑
な
実
施
を
求
め
て
取
り
決
め
を
行
っ
て
い
る
。
『
地
車
曳

行
自
主
規
制
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
地
車
曳
行
上
の
遵
守
事
項
」 

一
、
曳
行
時
間
は
遵
守
す
る
。 

 
 

各
町
責
任
者
は
、
曳
行
コ
ー
ス
を
了
知
の
う
え
綿
密
に
計
画
す
る
。 

一
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
、
安
全
曳
行
に
必
要
な
装
置
を
完
備
し
確
実
に
操
作
す
る
。 

一
、
停
止
線
で
は
必
ず
一
旦
停
止
す
る
。 
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右
折
、
左
折
の
手
前
で
は
必
ず
一
旦
停
止
す
る
。 

一
、
酒
気
帯
び
者
を
地
車
に
乗
車
ま
た
は
操
作
に
当
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

一
、
纏
が
先
行
し
な
い
よ
う
ま
た
綱
先
が
前
地
車
に
接
近
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

と
く
に
交
渉
係
、
綱
先
は
留
意
し
厳
守
す
る
。 

一
、
曳
行
責
任
者
は
、
綱
元
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
曳
手
を
入
れ
な
い
。
曳

行
中
ま
た
は
発
進
す
る
場
合
、
と
く
に
注
意
す
る
。 

一
、
地
車
の
す
れ
違
い
は
、
東
進
北
進
優
先
と
す
る
。
西
進
南
進
地
車
は
、
進
行

を
妨
げ
な
い
場
所
に
停
車
し
、
東
進
北
進
地
車
の
通
過
を
待
つ
。
東
進
北
進

地
車
は
、
西
進
南
進
地
車
の
待
避
す
る
の
を
見
定
め
た
う
え
、
ゆ
る
や
か
に

進
む
。
こ
の
場
合
両
地
車
と
も
鳴
り
物
を
止
め
る
。
た
だ
し
、
万
一
の
事
故

等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。 

一
、
年
番
本
部
前
を
は
じ
め
、
各
交
差
点
の
優
先
権
は
年
番
の
指
示
に
よ
る
。 

一
、
地
車
の
追
越
し 

（
一
）
地
車
の
曳
行
は
原
則
と
し
て
追
越
し
禁
止
で
あ
る
が
、
前
地
車
の
休

憩
ま
た
は
故
障
の
た
め
停
止
し
て
い
る
場
合
、
追
越
し
す
る
事
が
出

来
る
。 

（
二
）
追
越
し
す
る
場
合
、
交
渉
係
は
前
地
車
の
停
止
理
由
を
良
く
確
か
め

て
後
、
追
越
し
す
る
。
こ
の
場
合
も
両
地
車
の
鳴
り
物
は
止
め
る
。 

（
三
）
地
車
が
休
憩
ま
た
は
故
障
の
た
め
停
止
す
る
場
合
は
、
年
番
指
示
の

旗
を
必
ず
掲
げ
る
。 

一
、
旧
二
六
号
線
、
磯
上
山
直
線
、
踏
切
等
を
横
断
す
る
場
合
は
、
必
ず
現
場
年

番
ま
た
は
警
察
官
の
指
示
に
従
う
。 

一
、
そ
の
他
交
通
規
制
、
遵
守
事
項
を
固
く
守
り
、
他
の
交
通
を
妨
害
し
て
は
な

ら
な
い
。 

一
、
纏
の
位
置 

各
町
地
車
の
纏
は
、
自
町
綱
先
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
位
置
さ
せ
担
当
綱

先
係
交
渉
係
は
そ
の
前
方
に
あ
っ
て
纏
が
先
行
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に

注
意
す
る
。 

一
、
地
車
曳
行
の
速
度
は
、
時
速
四
キ
ロ
内
を
守
る
こ
と
。 

一
、
各
町
地
車
に
は
必
ず
交
渉
係
を
置
き
地
車
の
発
進
、
停
止
の
合
図
を
す
る
た

め
「
赤
」
「
青
」
の
手
旗
を
持
つ
。 

一
、
地
車
曳
行
中
は
、
常
に
十
名
以
上
の
安
全
委
員
を
適
切
に
配
備
し
、
曳
行
参

加
者
お
よ
び
観
衆
の
安
全
を
常
に
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
。 

一
、
乗
車
人
員
の
制
限 

曳
行
責
任
者
か
ら
指
示
、
許
可
さ
れ
た
者
以
外
は
地
車
に
乗
車
し
て
は
な
ら

な
い
。 

（
一
）
指
定
人
員
は
大
屋
根
一
名
、
小
屋
根
三
名
、
鳴
り
物
係
り
七
名
、
地

車
の
腰
回
り
三
名
と
定
め
る
。 

（
二
）
夜
間
灯
入
り
後
は
、
提
灯
操
作
係
と
し
て
大
屋
根
に
七
名
以
内
の
乗

車
を
厳
守
す
る
。 

一
、
地
車
曳
行
に
参
加
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
者
。 

（
一
）
各
町
で
定
め
ら
れ
た
服
装
を
着
用
し
て
い
な
い
者
。 

（
二
）
酒
に
酔
っ
た
者
。 

（
三
）
裸
体
者
。
（
半
裸
体
を
含
む
） 



 162

（
四
）
暴
力
団
名
等
を
表
示
す
る
者
。 

（
五
）
暴
走
、
や
り
廻
し
等
、
事
故
に
つ
な
が
る
行
為
を
あ
お
り
、
そ
そ
の

か
す
者
。 

 

「
確
認
事
項
」 

一
、
地
車
曳
行
コ
ー
ス
は
、
別
に
定
め
る
。 

一
、
次
の
場
所
及
び
区
間
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
禁
止
す
る
。 

（
一
）
年
番
本
部
前 

（
二
）
年
番
本
部
前
か
ら
春
木
駅
前 

（
三
）
年
番
本
部
前
か
ら
八
幡
公
園
前 

（
四
）
年
番
本
部
前
か
ら
ス
ー
パ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
前 

（
五
）
特
に
年
番
に
指
示
さ
れ
た
場
合
に
限
り
禁
止
区
間
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
で

き
る
。 

一
、
曳
行
停
止
事
項 

（
一
）
町
相
互
間
に
お
け
る
暴
力
行
為 

（
二
）
人
身
事
故 

（
三
）
自
主
規
制
に
故
意
ま
た
は
重
大
な
違
反
行
為 

（
四
）
重
大
な
物
損
事
故 

 

以
上
の
各
項
に
該
当
す
る
場
合
は
期
間
中
ま
た
は
一
時
地
車
の
曳
行
を
禁
止
す

る
。 

○
す
れ
違
い
等
で
い
さ
か
い
が
生
じ
た
場
合
は
地
車
を
広
い
場
所
に
移
動
さ
せ
、

責
任
者
は
た
だ
ち
に
年
番
に
通
報
す
る
。
そ
の
場
合
、
一
定
の
協
議
が
整
う
ま

で
の
間
双
方
の
地
車
は
、
曳
行
を
停
止
す
る
。 

 

「
総
括
責
任
者
な
ら
び
に
曳
行
責
任
者
、
各
部
署
担
当
者
の
遵
守
事
項
」 

一
、
総
括
責
任
者 

（
一
）
町
会
長
は
、
自
町
地
車
曳
行
の
総
括
責
任
者
と
し
て
曳
行
責
任
者
に

対
し
必
要
な
指
示
を
与
え
、
自
ら
も
安
全
曳
行
に
努
め
る
。 

（
二
）
地
車
の
曳
行
に
伴
い
事
故
発
生
の
場
合
は
、
曳
行
責
任
者
と
共
に
連

帯
し
て
そ
の
責
任
を
負
い
事
態
の
収
拾
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
三
）
曳
行
責
任
者
お
よ
び
各
部
署
担
当
者
に
対
し
そ
の
役
割
を
明
示
し
た

襷
を
掛
け
る
よ
う
指
示
し
着
用
さ
せ
る
。 

一
、
曳
行
責
任
者 

（
一
）
地
車
曳
行
の
直
接
指
揮
者
で
あ
っ
て
後
梃
子
、
前
梃
子
、
大
工
方
、

ブ
レ
ー
キ
係
、
綱
元
、
綱
中
、
綱
先
、
鳴
り
物
等
各
係
（
以
下
「
各

部
署
担
当
者
」
と
い
う
）
を
掌
握
し
、
曳
行
に
際
し
て
は
必
ず
同
行

す
る
と
と
も
に
常
に
有
効
適
切
に
指
揮
が
で
き
る
位
置
で
、
地
車
の

発
進
、
停
止
な
ら
び
に
方
向
転
換
等
に
よ
る
、
事
故
防
止
に
的
確
な

指
揮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
二
）
各
部
署
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
出
た
者
以
外
の
者
に

は
担
当
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
三
）
地
車
の
安
全
点
検
を
実
施
確
認
し
各
部
署
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
に
就
い
て
い
る
事
を
確
認
し
た
う
え
で
地
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

（
四
）
地
車
曳
行
に
当
っ
て
は
、
危
険
を
排
除
す
る
に
必
要
な
緊
急
指
令
を
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伝
達
す
る
方
法
を
定
め
、
関
係
者
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
。 

（
五
）
地
車
曳
行
に
当
っ
て
は
、
事
前
に
許
可
条
件
、
遵
守
事
項
を
読
み
上

げ
る
等
、
参
加
者
全
員
に
そ
の
主
旨
を
徹
底
さ
せ
る
。 

（
六
）
地
車
の
直
前
五
メ
ー
ト
ル
以
内
は
危
険
箇
所
と
し
、
綱
元
係
、
前
梃

子
係
以
外
の
立
入
り
は
禁
止
す
る
。 

危
険
箇
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
赤
布
」
を
巻
付
け
る
等
の
方
法
に

よ
り
表
示
す
る
。 

（
七
）
地
車
に
関
す
る
事
故
が
起
き
た
場
合
は
た
だ
ち
に
曳
行
を
中
止
し
、

速
や
か
に
負
傷
者
救
護
の
指
示
、
措
置
を
執
る
と
と
も
に
、
同
時
に

年
番
に
届
け
出
る
。 

一
、
各
部
署
担
当
者 

（
一
）
曳
行
責
任
者
の
指
揮
に
従
う
と
と
も
に
自
ら
も
事
故
防
止
に
努
め
、

地
車
曳
行
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
責
任
者
と
連
帯
し
て

責
任
を
負
う
。 

（
二
）
綱
先
、
綱
中
、
綱
元
の
責
任
者
は
、
曳
行
責
任
者
の
指
示
指
令
等
が

常
に
確
認
で
き
同
時
に
曳
行
者
へ
伝
達
で
き
る
位
置
を
保
持
し
て
お

く
こ
と
。 

ま
た
、
関
係
者
間
に
お
い
て
は
発
進
、
停
止
、
徐
行
等
の
合
図
に
つ

い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
確
認
し
て
お
く
こ
と
。 

以
上
が
本
年
度
祭
礼
地
車
曳
行
の
基
本
と
す
る
。 

 

明
る
く
、
楽
し
い
祭
礼
の
実
現
に
各
町
総
括
責
任
者
、
曳
行
責
任
者
は
、
自
町

の
祭
礼
関
係
者
に
以
上
の
事
を
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
車
祭
の
伝
統
を
継

承
す
る
の
が
本
来
の
主
旨
で
あ
る
事
の
認
識
を
深
め
、
地
域
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ

る
祭
礼
に
す
る
た
め
、
各
職
責
の
完
遂
に
努
力
さ
れ
、
さ
ら
に
私
た
ち
年
番
の
運

営
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
五
年
度 

 

春
木
祭
礼
年
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 

番 

長 
 
 

出
水 

裕
三 

  

強
調
さ
れ
る
べ
き
取
り
決
め
や
細
部
に
関
し
て
は
、
別
に
明
記
さ
れ
る
。 

 

「
春
木
地
車
曳
行
自
主
規
制
」 

一
、
曳
行
路
線
及
び
曳
行
方
法
の
厳
守 

地
車
の
曳
行
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
曳
行
区
域
、
路
線
を
所
定
の
速

度
で
曳
行
す
る
。 

二
、
曳
行
許
可
時
間
の
厳
守 

各
町
曳
行
責
任
者
は
、
綿
密
な
曳
行
計
画
を
立
案
し
、
曳
行
時
間
は
必
ず
守

る
。 

三
、
停
止
線
に
お
け
る
一
旦
停
止
の
厳
守 

年
番
本
部
前
交
差
点
、
ラ
パ
ー
ク
前
交
差
点
、
春
木
駅
前
交
差
点
、
高
松
前

交
差
点
、
旧
紀
州
街
道
磯
上
交
差
点
、
旧
二
六
号
線
交
差
点
お
よ
び
磯
上
山

直
線
交
差
点
の
停
止
線
に
は
正
し
く
停
止
し
、
年
番
の
支
持
を
待
っ
て
発
進

す
る
。 

四
、
暴
走
、
や
り
廻
し
の
禁
止 
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曳
行
す
る
子
供
や
、
見
物
人
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
曳
行
、
ま
た
は
停

止
線
に
て
停
止
し
な
い
で
、
右
・
左
折
す
る
こ
と
等
は
固
く
禁
止
す
る
。 

五
、
夜
間
曳
行
の
円
滑
化 

後
続
地
車
の
曳
行
を
停
滞
さ
せ
た
り
、
ま
た
見
物
人
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
曳

綱
の
横
振
り
等
は
充
分
注
意
す
る
。 

以
上
の
厳
守
事
項
に
つ
い
て
万
一
徹
底
を
欠
き
、
重
大
な
違
反
行
為
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
は
、
年
番
の
権
限
に
て
曳
行
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

「
統
一
事
項
」 

一
、
裸
体
の
者
、
酒
酔
い
の
者
、
異
式
の
服
装
（
各
町
の
規
定
以
外
の
服
装
）
を

着
用
し
た
者
は
絶
対
参
加
さ
せ
な
い
。 

二
、
交
通
規
制
中
で
も
通
行
が
許
可
さ
れ
て
い
る
許
可
車
お
よ
び
管
内
に
車
庫
を

有
す
る
車
等
の
通
行
に
は
各
町
は
、
責
任
者
を
お
い
て
対
処
す
る
。 

三
、
年
番
の
不
在
場
所
で
は
、
総
括
責
任
者
と
曳
行
責
任
者
が
充
分
協
議
し
、
地

車
を
曳
行
す
る
。 

四
、
南
海
線
踏
切
、
旧
二
六
号
線
、
磯
上
山
直
線
の
横
断
に
際
し
て
は
、
各
町
交

渉
係
は
現
場
の
年
番
、
警
察
官
に
連
絡
し
、
前
後
の
地
車
曳
行
状
況
を
よ
く

確
認
の
う
え
、
速
や
か
に
横
断
す
る
。 

五
、
基
本
コ
ー
ス
の
曳
行
で
時
間
内
に
自
町
に
到
着
で
き
な
い
と
判
断
し
た
と
き

は
、
現
場
の
年
番
、
警
察
官
に
連
絡
の
う
え
指
示
を
受
け
る
。 

六
、
パ
レ
ー
ド
、
宮
入
り
の
曳
行
に
際
し
、
所
定
時
刻
に
遅
延
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
年
番
に
届
け
出
し
、
順
位
変
更
等
に
つ
い
て
指

示
を
受
け
る
。 

 

『
平
成
十
五
年
度
春
木
年
番
申
し
合
わ
せ
事
項
』 

歴
史
と
伝
統
あ
る
明
る
く
楽
し
い
祭
。
地
車
の
安
全
と
円
滑
な
曳
行
を
促
進
す
る

た
め
、
春
木
祭
礼
年
番
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
取
り
決

め
た
の
で
こ
こ
に
通
達
い
た
し
ま
す
。 

一 

年
番 

地
車
曳
行
に
か
か
る
通
行
・
停
止
・
一
旦
停
止
等
の
一
切
の
指
示
を
行
い
、

ま
た
、
観
客
の
整
理
及
び
地
車
と
観
客
と
の
接
触
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
な
ど
、
祭
礼
時
に
発
生
す
る
諸
問
題
等
に
若
協
と
協
力
し
て
迅
速

に
対
処
し
、
地
車
曳
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
行
事
等
を
企
画
立
案
し
実

行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

二 

若
協 

年
番
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た
め
に
組
織
と
し
て
、
年
番
と
と
も
に
行
事

等
を
企
画
立
案
し
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
地
車
の
曳
行
路
線
上
に

お
け
る
危
険
箇
所
の
点
検
・
整
備
及
び
安
全
曳
行
・
観
客
の
整
理
等
の
業
務

を
担
当
す
る
。 

三 

安
全 

年
番
本
部
前
交
差
点
、
春
木
駅
前
及
び
ラ
パ
ー
ク
前
は
、
観
客
が
最
も
多
い

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
細
心
の
注
意
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地

車
の
や
り
廻
し
等
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
立
ち
入
り
禁
止
地
域
を
設

け
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
ロ
ー
プ
等
で
立
入
規
制
を
行
う
。 
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四 

曳
行 

（
イ
）
一
時
的
に
本
部
前
交
差
点
に
集
中
す
る
地
車
に
つ
い
て
、
安
全
上
の

観
点
か
ら
交
差
点
前
で
一
時
待
機
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
、
右

左
折
地
車
に
直
進
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

（
ロ
）
本
部
前
交
差
点
の
綱
先
停
止
線
と
地
車
待
機
線 

①
各
町
地
車
の
綱
先
は
、
安
全
確
保
の
た
め
綱
先
停
止
線
を
越
え
な
い

こ
と
。 

②
各
町
地
車
は
、
地
車
停
止
線
で
一
旦
停
止
す
る
。
た
だ
し
、
曳
き
綱

が
短
く
て
地
車
が
地
車
待
機
線
近
く
で
停
止
し
、
綱
先
が
綱
先
停
止

線
に
届
か
な
い
場
合
は
、
地
車
待
機
線
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
ハ
）
通
常
一
旦
停
止
に
つ
い
て
は
、
許
容
範
囲
を
一
メ
ー
ト
ル
前
後
と
し

ま
す
。 

（
ニ
）
各
町
地
車
は
、「
信
号
」
厳
守
の
う
え
、
青
色
を
確
認
後
進
行
す
る
こ

と
。 

（
ホ
）
近
年
、
夜
間
曳
行
が
一
方
通
行
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
車
の

曳
行
が
同
一
地
域
内
へ
の
集
中
化
が
目
立
つ
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
特
に
本
部
前
か
ら
南
進
す
る
地
車
が
少
な
く
地
域
全
体
の
祭
礼

が
損
な
わ
れ
る
感
が
強
く
、
入
庫
時
間
の
制
限
も
あ
っ
て
、
夜
間
曳

行
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。 

本
年
度
は
、
年
番
と
し
て
下
記
事
項
に
つ
い
て
指
示
す
る
必
要
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
曳
行
町
会
は
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

①
最
初
に
高
松
前
交
差
点
を
東
方
面
へ
曳
行
す
る
地
車
は
、
駅
前
に
至

る
ま
で
約
三
十
分
を
目
処
と
し
て
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
後
続
の
地
車
は
、
前
の
地
車
よ
り
約
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
さ
れ
な

い
よ
う
配
慮
の
う
え
曳
行
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
曳
行
速
度
の
遅
い

地
車
で
、
後
続
の
地
車
に
迷
惑
の
か
か
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
広

い
場
所
で
待
機
も
し
く
は
ウ
サ
ギ
屋
交
差
点
を
右
折
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

③
早
い
時
間
に
駅
方
面
よ
り
本
部
前
へ
曳
行
さ
れ
る
地
車
は
、
南
方
面

へ
左
折
進
行
の
う
え
、
泉
町
会
館
よ
り
以
南
の
Ｕ
タ
ー
ン
可
能
な
場

所
で
方
向
転
換
し
高
松
交
差
点
へ
と
曳
行
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

五 

立
入
禁
止
区
域
に
つ
い
て 

 
 

や
り
廻
し
地
車
以
外
の
祭
礼
関
係
者
は
、
立
入
禁
止
区
域
に
絶
対
入
ら
な
い
。 

六 

地
車
自
主
警
備
に
つ
い
て 

 
 

地
車
の
曳
行
は
、
各
町
の
責
任
で
行
う
こ
と
が
必
須
で
す
。 

年
番
も
観
客
等
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
目
が
届
き
か
ね
る

箇
所
も
あ
り
ま
す
。
危
険
性
が
感
じ
ら
れ
る
観
客
に
は
、
地
車
各
町
も
注
意

し
て
観
客
を
移
動
さ
せ
る
等
の
措
置
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
特
に
暴
言
等
は

慎
ん
で
く
だ
さ
い
。
） 

七 
パ
レ
ー
ド 

 
 

パ
レ
ー
ド
時
の
花
束
贈
呈
は
、
一
町
四
名
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

花
束
贈
呈
専
門
係
を
若
干
名
配
置
し
、
係
の
選
任
は
年
番
一
任
と
さ
れ
た
い
。 
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パ
レ
ー
ド
時
の
紙
吹
雪
は
、
後
続
の
地
車
曳
行
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
か
ら

禁
止
。 

◎
ゴ
ミ
の
後
始
末
は
、
各
町
で
責
任
者
を
一
名
選
出
し
、
全
町
十
四
名
で
担
当
、

用
具
は
年
番
で
用
意
致
し
ま
す
。 

八 

宮
入
り 

 
 

鳥
居
前
一
旦
停
止
線
で
は
綱
先
は
停
止
し
、
指
示
あ
る
ま
で
待
機
の
こ
と
。 

年
番
よ
り
の
進
行
合
図
で
神
社
内
に
進
行
す
る
。
当
然
地
車
は
、
一
旦
停
止

線
上
で
一
旦
停
止
を
行
い
、
そ
の
後
発
進
す
る
こ
と
。
（
神
社
境
内
に
曳
綱
を

入
れ
て
待
機
し
な
い
。
） 

◎
宮
入
り
時
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
頭
の
地
車
は
曳
き
綱
を
神
殿
の
方
向
へ
直
進

し
て
曳
行
す
る
。 

◎
宮
入
り
時
間
の
短
縮
の
為
、
祈
祷
時
の
入
場
者
を
自
町
（
十
五
名
以
内
厳

守
）
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

退
場
時
間
の
厳
守
。
特
に
祈
祷
終
了
後
の
退
場
を
速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。 

九 

夜
の
遅
い
時
間
帯
で
の
走
り
こ
み
に
つ
い
て 

走
り
こ
み
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
苦
情
が
多
く
、
警
察
か
ら
年
番
に
対
し
、

遅
い
時
間
帯
で
の
走
り
こ
み
は
自
粛
す
る
よ
う
通
告
を
受
け
て
い
る
の
で
、

各
町
祭
礼
関
係
役
員
は
周
知
徹
底
願
い
た
い
。 

十 

事
故
報
告 

曳
行
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
物
損
、
人
身
事
故
等
、
大
小
に
拘
わ
ら
ず
年
番

に
届
け
出
る
こ
と
。 

○
物
損
事
故
に
つ
い
て
は 

各
町
事
故
係
が
届
け
出
る
。 

○
人
身
事
故
に
つ
い
て
は 

事
故
係
と
曳
行
責
任
者
の
二
名
で
届
け
出
る
。
後

刻
、
処
理
上
の
問
題
等
も
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
厳
守
し
て
く
だ

さ
い
。 

◎
事
故
報
告
の
「
年
番
」
担
当
者 

 
 
 
 

総
務 

桜
井 

昇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹
事 

奥 

彰
八 

十
一 

非
行
防
止
パ
レ
ー
ド 

 
 
 

春
木
地
区
祭
礼
町
会
連
合
の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
代
理
の
方
で
も
差
支

え
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
各
団
体
か
ら
の
代
表
者
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

以
上
の
こ
と
を
本
年
度
「
年
番
申
し
合
わ
せ
事
項
」
と
い
た
し
ま
す
。 

「
地
車
曳
行
自
主
規
制
」
「
祭
礼
実
施
要
綱
」
と
併
せ
、
お
目
通
し
い
た
だ
き

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

六 

 

以
上
の
様
々
な
取
り
決
め
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
年
番
は
だ
ん
ぢ
り
祭
の
実
施

日
時
、
曳
行
コ
ー
ス
、
安
全
性
確
保
の
た
め
の
措
置
な
ど
を
詳
細
に
渡
っ
て
取
り

決
め
て
い
る
。
祭
礼
に
関
し
て
絶
対
的
な
権
限
を
も
つ
年
番
を
中
心
に
、
祭
礼
全

体
を
運
営
す
る
合
理
的
な
組
織
が
構
築
さ
れ
、
だ
ん
ぢ
り
祭
に
参
加
す
る
人
々
す

べ
て
が
秩
序
立
っ
て
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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